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第48回全日本クラブ野球選手権福島県大会
第１次予選福島県大会 優勝！！

◇試合結果◇
二 回 戦 ＶＳ EKCベースボールクラブ（８対３）勝利
準 決 勝 ＶＳ FKC （16対９）勝利
決 勝 ＶＳ オールいわきクラブ （５対２）勝利

集合写真を1枚（１）
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松嶋 拓郎 内野手
暑い中応援ありがとうございました。先ずは去年負けてしまったクラブ選手権の福島県大会を優勝で飾り

リベンジを果たすことができました。どこの球場の試合でも変わらぬ大きな応援は、私たちにいつも力を与
えていただいております。これから始まる東北大会でも一人ひとりできることをやって目標である日本一に
近づいていきたいと思います！

エフコムＢＣ 中島 周作 監督兼内野手、主将の八百板 飛馬 外野手と
最高殊勲選手賞・首位打者賞Ｗ受賞の松嶋 拓郎 選手より本大会のコメントをいただきました！

中島 周作 監督兼内野手
全日本クラブ野球選手権福島県大会において、多くのご声援頂きありがとうございました。応援が力にな

り、優勝する事ができました。昨年敗戦した選手権でもあり、メンバーそれぞれの「勝ちへの執念」が随所
に発揮された大会になったと思います。３試合とも厳しい展開でしたが、チーム一丸となり最後まで戦い切
る事が出来きて良かったです。東北大会に向けて、更にレベルアップ出来るように今後も練習に励んで参り
ます。これからも応援の程宜しくお願い致します。
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八百板 飛馬 外野手（主将）
クラブ選手権一次予選も熱いご声援を頂きありがとうございました。皆様のおかげで６年ぶりに優勝する

事が出来ました。昨年の悔しさを糧にこの１年間練習して参りました。先ずは県予選で優勝し、東北大会の
切符を手に入れたことを嬉しく思います。今大会は厳しい場面も有りながら粘り強く戦い抜くことが出来ま
した。私達の目標はクラブチーム日本一です！東北大会でもエフコムらしさ全開で優勝します！今後とも、
ご声援の程宜しくお願い致します。

皆さんの声援が
私たちの力になりました！
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二回戦 ＶＳ EKC習志野SEALS

長根 尚輝 選手 ＜先発＞
投手/出身校：花巻東高校 ⇒ 東北公益文科大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

試合は３回２死２・３塁から４番で主将の八百板飛馬選手が右翼線に２点適時三塁打を放ち主導権を握り、４回にも２点を追加
します。先発の長根選手はテンポの良い投球で４回まで無失点に抑えましたが、５回には四球とヒットで満塁とされ続く打者の走
者一掃３点ツーベースヒットで３点差に迫られます。しかし相手の反撃をここで断ち切り、エフコムＢＣはその後チャンスを作り
２点を追加。８−３で昨年同大会で初戦敗退した相手に雪辱を果たすことができました。

渡邉 拓海 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：酒田南高校 ⇒ 東日本国際大学

大内 遼河 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：福島高校 ⇒ 東北学院大学
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準決勝 ＶＳ FKC

佐藤 敬太 選手
捕手/出身校：福島成蹊高校

エフコムＢＣは初回に相手打線に４連打と満塁ホームランを喫して６点を献上。しかしその裏の攻撃で四死球を絡め５得点と試
合をほぼ振り出しに戻しました。続く３回の攻撃は高野選手からの３連打や四球、そして松嶋選手の左中間への本塁打で突き放し
１０−６とします。その後も途中から出場したメンバーの活躍で得点を重ね、１６−９と７点差をつけ７回コールド勝ちでクラブ
選手権東北大会への切符を手に入れました。

高野 光輝 選手
捕手兼コーチ/出身校：聖光学院高校 ⇒ 敬愛大学

安藤 侑耶 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

芳屋 快 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：能代松陽高校 ⇒ 福島大学
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決勝 ＶＳ オールいわきクラブ
決勝は今シーズン３回目となるオールいわきクラブとの対戦。２回表に四球とヒットで出た相手走者が内野ゴロの間に生還して

１点を追う展開となりました。２巡目に入り四球からチャンスを広げ５番河野選手の犠飛で同点としますが、その直後ヒットと送
りバントで得点圏に走者を進められ適時２塁打が出て逆転されてしまいます。エフコムＢＣもすぐに同点とし、６回には松嶋選手
・八百板飛馬選手の二者連続ホームランで一気に試合の流れを引き寄せます。終盤にも１点追加し５−２で福島県第一代表として
２次予選東北大会に臨むこととなりました。

応援ありがとうございました！

八百板 卓丸 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

松嶋 拓郎 選手
内野手/出身校：文星芸術大学付属高校 ⇒ 仙台大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

河野 勝人 選手
捕手兼顧問/出身校：聖光学院高校 ⇒ 国士舘大学
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２次予選東北大会でも活躍を期待しています！

東北大会に向けて応援メッセージ

福島県大会、優勝おめでとうございます。
選手の皆さんの元気な姿とキラキラの笑顔を見て、いつも元気をいただいてお

ります。競ってる試合の時は、なんだかこちらも心臓が止まりそうなほど緊張し
ますが、その分「勝ち！」の喜びも大きいです。少し遠くても、全国大会まで応
援に行きたいと思っています。頑張ってください！

（医療営業部 根本 香純さん）

ポジションもルールも覚えたての初心者ですが、今年の大会が始まってから数
ヶ月、毎試合みなさんの勇姿を近くで応援できとても楽しい充実した休日を過ご
させていただいています。暑い中大変ですが、怪我なく頑張ってください！
何の役にも立てませんが、一緒に闘っている気持ちで東北大会も応援します！

（医療ソリューション部 山本 美雪さん）

エフコムＢＣ 応援団長 渡辺

今シーズンは、５月４日の福島市長杯を皮切りに、多くの
皆様に球場に足をお運び頂きありがとうございます。

昨シーズン、エフコム主体の応援団として活動を始めて拙
い部分が多い中、結団当初から共に活動した初期応援団の皆
様に支えられ、さらに新たに入団頂いた皆様のおかげで今シ
ーズン新しい取組みが出来たこと、そして何より、選手のひ
た向きな努力が皆様に伝わり、一昨年＜昨年＜今年と応援に
来て下さる社員の方々が年々増えていることが、今回の東北
大会出場の原動力となったと確信しております。

７月２７日（土）から始まります、全日本クラブ野球選手権第二次
予選東北大会（in山形）では、我がベースボールクラブは必ず勝ち残
り、全国大会（in栃木・群馬）へ連れて行ってくれるものと大いに期
待しております。引き続き皆様のご声援宜しくお願い致します。


